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ついて述べられ、第４章から第７章では、著者らが求めた電荷と質量が等しい場合の多体ブラックホール解に
ついて述べられている。 
 これらの５次元ブラックホール解では、地平線のトポロジーが３次元球面（S3）だけでなく、レンズ空間（S3/Z
ｎ）と呼ばれるものも許され、ブラックホールの漸近構造が非自明であるときに、地平線のトポロジーに多様
性が生じることが示されている。 
 第８章では、Chern-Simons項を含む５次元Einstein-Maxwell-de Sitter系で、電荷と質量が等しい場合の回
転する多体ブラックホール解が構成され、この解が、２つの回転ブラックホールが合体して１つの回転ブラッ
クホールになる過程を記述していること、が示されている。合体前のブラックホールの地平線のトポロジーは
S3であるが、合体後のブラックホールの地平線トポロジーは時空の漸近構造により、S3の場合とS3/Z2の場合が
ある。両者の場合に、合体前後のブラックホールの質量、角運動量、および、地平線面積の変化が調べられ、
特に、地平線の面積変化の角運動量に対する依存性が明らかにされている。 
 本論文は、回転するブラックホールの合体過程に関する初めての研究であり、この研究結果は、５次元ブラ
ックホールの新しい知見を含むとともに、この分野の発展に大きく寄与するものと考えられる。よって、本論
文の著者は博士（理学）の学位を授与されるに値するものと審査した。 
